
「想定外の害虫発生や夏場の高温
などの影響による収入減を補てん」
【岡山県岡山市 坂手 修一さん（61）】

栽培規模＝主食用米3.4ヘクタール、飼料用米1.4ヘクタール
ナス24アール

圃場は干拓地で、川底が周囲の地面よりも高い天井川が流れるなど、自然災
害への危機感から収入保険に加入しました。近所でも加入したり、加入を検討
したりする農業者は多いです。
ナスは5年以上、ＩＰＭを導入して栽培してきましたが、2020年は想定してい

なかった害虫「タバコノミハムシ」が発生し、収穫量が平年より２割ほど減少し
ました。また水稲も夏場の高温で収穫量が５割ほど減少し、2021年の2月末に収
入保険の保険金を受け取り、気持ちがかなり楽になりました。
ここまで被害が続くのは30年以上の営農で初めてのことでしたが、確定申告

から保険金が支払われるまでも早く、収入保険に加入して正解でした。

【収入保険】保険金を受け取った方の声

（農業共済新聞2021年6月1週号より抜すい）


